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　昭和六年五月三日、復活大聖堂でセルギイ府主教の昇叙の祝賀式典が行われた。聖体礼儀の終わり、升壇外の祝文の後にセルギイ府主教は自身の昇叙について「～私一人の昇格でなく日本正教會の昇格であります。日本教會は最早大主教管區でなく府主教管區に上つたのです～」と述べている。（「正教時報」Ｓ6・5）

　続く祝辞でも日本正教会が府主教管区に上げられた事を「日本正教會全信徒の光栄」と捉え慶賀を表した。午後に開催された祝賀会では「我等は奮勵して府主教管區を發展したい」と日本正教会独立の気運が高まっていく。
　セルギイ府主教はこの席で「信徒達に感謝の意を述べ、夫よりロシア正教會の現状を語りて總主教職代攝者代理セルギイ師が教會を統治し、師の下に十二名の主教にて組織するシノドが設けられ、教規を護り正教を純正に保持している。セルギイ師は日本を愛し今囘日本語でハリストス復活しと打電して來た位です。セルギイ府主教を戴くロシア教會は我らの母である。あの人達は猛獣の中に生活してゐる、モスクワから電報を受けて『貴下の聲を聴いて驚ろき

ました。貴下及び貴下に附属するシノドに感謝する』と反電しました～」と述べている。（「正教時報」Ｓ6・5）

　
さらに「正教時報」昭和六年五月号は先の祝賀記事の後に次の記事も載せている。
　「日露信者の府主教閣下への法帽贈呈

　東京市内在留のロシア人は大主教閣下の御陞叙を祝うため四月十九日駿河臺聖堂に参集し、掌院フェオドシイ師を代表とし『閣下、愛と服従の印に高き聖職の表象たる白色法帽を捧ぐ之を戴用して我等の為に祈り給ふを願ふ』との祝辞を述べて法帽を府主教閣下に贈呈した。

　五月三日東京市の一信者は白縮緬製法帽を府主教座下に贈與した」

　この記事を読む限り日本に居住するロシア人たちもセルギイ府主教の昇叙に慶賀を表したように思えるが、必ずしも亡命ロシア人社会全体が一致していたわけではなかった。この当時亡命ロシア人たちの中にはセルギイ府主教の共産政権に対する態度を非難する声が上がっていたのである。
　事の発端はこの年の三月二十九日(日)に復活大聖堂でのセルギイ府主教のロシア語による説教である。

この説教の内容は外交資料館に日本当局の記録として所蔵されているが、アメリカ正教会(OCA)文書館にも「一



九三一年三月二十九日(日)在東京正教ミッションの教会の升壇にて述べられた日本の大主教セルギイ座下の説教要旨」として残されている。

　「親愛なる兄弟よ」と呼びかけたセルギイ府主教は初めに「～四年前に私は家族への書簡のやり取りを止めた。ボリシェビキによる圧力があることを知ったからである。四ヶ月ほど前、私は自分の田舎のよく知っている輔祭に短い手紙を送った。この手紙の答えは長く興味深い内容のもので、輔祭とさらに別の二人の人物から来た」とロシアから来た手紙のいきさつを述べている。

　手紙によればセルギイ府主教の故郷であるノヴゴロドの田舎では「相変わらず暮らしています。相変わらず奉事しております。誰れも邪魔しませんし、脅かしたりしません。私たちの田舎は昔通りです～信者の数は昔ほどではありませんが、たくさん来ています。聖事もすべて執り行なわれています。私たちの村の二百五十人のうち聖事を頼まないのは七人だけです。村の墓地は破壊されましたが、小さい個人の墓は全部残っています～神父さんは教会の司祭館から自分の所有の家に移りました。教会の司祭館には准医師と助産婦が住んでいます～教会は生き返りつつあります～食事のための食料は十分あります」と村の暮しは平穏であるという内容であった。
　しかし、「昔通り」と言いながら、信者の数が減り、墓地は破壊され、神父が司祭館から退去したという事は尋常なことではない筈である。

セルギイ府主教は「私はロシアでの生活が新聞に書かれているようなものではないことを知っているし、信じてもいる。ロシアでの生活は明るい面もたくさんある。亡命者たちの新聞がロシアについて書くことは悪いことばかりだ。そして絶対にロシアに帰ろうとしない。これらの新聞がロシアについて書いていることを信じるべきではない」と述べ、自身が亡命者たちの新聞に投稿したが「もしあなたがロシアの生活に対して批判的な記事を書かれたのであれば、わたしたちは掲載したでしょう」と返却されたことを述べている。
ロシア正教会については「教会を例にとってみよう。以前の教會は荒っぽく言えば政府の妾だった。今や教会は正常な道を歩んでいる。私は真の教会はロシア国内にのみ存在し、その父がセルギイ府主教であることを主張し、証する者である。セルギイ府主教は偉大な修業者であり、禁欲者である。彼は私の友人である。私は彼を知っている」とし、在外シノドについては「外国の教会で何が起っているのか。はっきり言えば醜態である。外国の主教たちは互いを誹謗し合っている。アントニイはエウロギイの敵で、エウロギイはプラトンの敵で、二人揃ってプラトンの敵であるといった具合だ。一言で言えば下水溝だ」と断じた。　

そして来る復活祭には「荘厳な鐘の響がモスクワをも包むであろう」と述べ、「真実の教会に従おう。それはロシアにのみある。書かれているような悪い状態ではない。ロシアで私の兄弟が亡くなったが、それは私個人の悲しみである。私個人の悲しみなどロシアにおける正教の復興に比らべれば幾ばくか。ロシアは悪くない。ロシアが悪い状態なのならば民衆は決起するであろう。もう何年も終ったのに、民衆は決起していない。私はあなたがたに言う。まもなく、もうすぐにあなたがたはロシアへ、あなたがたの祖国の家に帰るであろう」と結んでいた。
　この要旨を見る限り、日本人にとってはセルギイ府主教が公会などで述べてきた内容とさほど変らないように思える。しかし、聖堂で初めて聞いた亡命ロシア人たちには衝撃的な説教であり、共産政権を擁護するものと受取られた。
　「ボリシェビキによる圧迫」を知っていたセルギイ府主教が検閲を受けたであろう手紙に記されていたことと、共産政権下のロシアの真の現状との違いをどれほど認識していたのかはわからないが、「民衆が決起していない」からロシアが悪い状態では無いという言葉は革命により故国を逃れ、又追われた者たちには受け入れ難い事であった。
　「ロシアは悪くない」という言葉にはアメリカのレオンティ府主教が追悼記事（「聖ニコライとセルギイ府主教①」参照）で指摘した「ロシアを愛しすぎた」セルギイ府主教像が見えてくる。そしてセルギイ府主教にとって、帝政から離れた教会は「正常な道を歩んでいる」のであり「真の教会はロシア国内のみに存在」しているのであった。

この説教の前の二月十八日にはロシア人たちは赤坂で小学校基金募集の「音楽と舞踏の夕」を復活大聖堂のロシア人聖歌隊を中心に開催した。警視総監丸山鶴吉から内務大臣、外務大臣、指定庁府県長官に宛てられた「ニコライ正教團ノ學校資金募集音楽會開催状況ニ関スル件」（アジア歴史資料センター）では主だった出席者として、「セルギイ大主教、トドロウィチ夫妻、チェルトコフ、ラウロフ、シネウル、ベルギー大使、其ノ他在京濵居住露国人竝神戸ヨリ上京セル、ポリソフ父子等」の名前が連なっている。

　しかし、三月二十九日のセルギイ府主教の説教以降亡命ロシア人社会は動揺した。特に神戸のロシア人教会はボブロフ神父がセルギイ府主教の同調者であるとして排斥運動が起り紛糾する。結果、在外シノドの下にあるハルビンから司祭を招聘して新教会を設立することになる。
　ハルビンのメレティ大主教に宛てた書簡の内容は兵庫県知事岡正雄より五月十八日付で内務大臣、外務大臣、警視庁その他各府県長官に宛てられた「神戸舊露国人教會紛擾ニ関スル件」（アジア歴史資料センター）に記されているが、事の次第が良く分る。

　一、東京「セルゲー」僧ハ莫斯科「セルゲー」僧正に隷属シ居ルコト
　一、本年三月二十九日東京「ニコライ」禮拝堂ニ於テセルゲー僧ハ其ノ出生地ナル欧露「ノウゴロツカ」居住「シヤコン僧」ヨリノ通信ナリトテ現ソウイエートロシヤ禮讃ノ説教ヲ為シタル為東京居住ノ旧露國人間ニ於ハ四月十九日大会ヲ催シ「セルゲー」ニ對シ将来禮拝堂内ニ於テ政治問題ヲ説カザルコト及同僧ガ失キニ為シタル説教ハ現ソフィエートロシアノ國情ト矛盾ノ甚シキモノナルコトヲ指摘シ弾劾文ヲ同僧ニ交付シタルコト
　一、東京「セルゲー」僧ハ旧露ニコライ皇帝及其ノ家族ガ「エカテリンブルグ」ニ於テ遭難ノ日タル毎年七月十六日ニ曽テ追悼式ヲ挙ゲタルコトナシ

　一、同僧ハ亦本年三月哈市ニ於テ病死しタル「メトロポリト」メフォーデー大僧正ノ追悼式モ執行セズ

　一、以上ノ事実ノミニ徴シテモ吾々旧露國人ハ同僧ヲ承認シ得ズ茲ニ先月二十九日及本月十日ノ大会トナリ満場一致在セルビヤ國「アントニー」大僧正系統ノ新協会設立ヲ決議シタリ
　一、新教会設立費醵出ヲ申出デタルモノ既ニ五百円ニ達シ尚毎月教会ノ維持費支出ノ予約百円ニ及ベリ

　一、在阪神旧露國人等ハ如上ノ新教会設立ニ関シ貴僧（メレーデー）賛助ヲ乞ヒ其ノ指示ヲ待ツモノナリ

　報告書の末尾には一方でボブロフ神父が次のような風説

を流布しているとも記している。

　「東京『セルギイ』僧正ハ東京ニ於テ本邦有力者間ニ多

数ノ知己ヲ有シ勢力アリ之ニ反對スル旧露國人ハ日本官憲

ノ手ニ於テ國外ニ退去セラルルナラントス又志望者アルモ

其葬式ヲ拒絶シテ一切祭祀ヲ為サザルベシト」

　まさに「一般旧露國信者ハ苦悩ノ状態ニ在リ」であった

が、ロシア人の教会が日本正教会の管轄外にあり、日本人聖職者がこの問題に直接介入することはなかった。しかし、当局は関心を寄せロシア人の動静の他、日本正教会の聖職者から聞き取り調査をしている。

　昭和六年六月四日、長崎県知事小柳牧衛は内務大臣、外務大臣、指定庁府県長官に宛てて「露國正教會ノ内紛ニ関スル件」（アジア歴史資料センター）という報告書を出している。長崎正教会のアントニイ高井萬亀尾神父からの聞き取りであり、「在長崎露國正教會司教高井萬亀尾ハ右内紛ノ原因ソノ他ニ関シ」語ったというものである。報告書の冒頭には「要旨」として話の内容が次のように簡潔に記されている。
　〔要旨〕

一、司教高井萬亀尾ノ語ル処ニ依レハ東京露國正教会大司　

　　教「セルギー」ハ學識アリ且能辧家ナルモ人格ニ至リ　

　　テハ感服スル能ハズ

二、「セルギー」ハ革命後二派ニ分レタル正教会ノ所謂「モ

スクワ」派ニ属シ仝地ニ在ル「セルギー」（別人）大首座ヨリ東京駐在ヲ任命サレタルモノニシテ「ソウエト」禮讃家ナリ

三、神戸正教會ノ「ボブロフ」ハ「カムサツカ」在任中不遇ノ地位ニ在リタルヲ「セルギー」ノ斡旋ニ依リ現地位ニナリタル関係上仝一行動ニ出ツルモノナリ
四、日本各地ノ正教会ハ「セルギー」ノ指揮監督下ニアルモ帝政時代ノ如ク俸給其他維持費ノ支給ヲ受ケサル関係上何等ノ拘束ヲ受クルコトナシ

　本文の談話記録は詳細であり、教会内ではまず公に語られることの内容である。しかし、当時の日本人聖職者がどのようにセルギイ府主教を見ていたかを知る手がかりとなるものであり、「要旨」第一項の本文を挙げてみる。

　最近東京露國正教會ニ暗流漲リ「セルギー」大司教カソウエト政府ノ禮讃ヲナシタルコトヨリ端ヲ発シ、白系露國人ノ激昂ヲ買ヒ遂ニ排斥運動ヲ惹起シタルコトヲ耳ニセルカ「セルギー」其人ノ人格ヨリシテ斯ノ如キ言動アリシコトハ否定スル能ハス由来「セルギー」ハ學識アル且能辧家トシテ知ラレ居ルモ其人格ニ至リテハ感服スル能ハス　従来仝人崇拝ノ知名日本人ニシテ逐次彼ヲ敬遠スルニ至レルヨリ見ルモ如何ナル人物ナルカヲ想像スルニ難カラズ然シテ彼ノ性格ノ急変トモ見ルヘキハ一昨年ノ頃ヨリト認メラル　
　「セルギー」カ白系露國人ノ反感ヲ買ヒタル其一例トシテハ「ニコライ」教會堂ニ何人ノ眼ヨリ見ルモ純然タル赤系分子カ参列セルコトニヨリ白系露國人ハ驚異ノ目ヲ見張リ「セルギー」ニ對シ教会ニ出入スル理由ニ就テ答辨ヲ求メタルニ彼ハ宗教信仰上ニハ赤白ノ区別アルコトナシ徒ニ赤系ナリトテ之ヲ排除スルコトハ神教ヘニ惇ルモノニ非スヤトノ意味ノ回答ヲ與ヘタルコトアリコレハ其一原因と見ルベキモノニシテ「ソウエト」禮讃ノ一端トモ見ルヘキカ

　白系露國人カ「セルギー」ヲ嫌忌スル一大原因ハ　彼ハ「モスクワ」在ル「セルギー」大首座（東京在住ノ「セルギー」ト同名）ヨリ任命セラレ居ルコトナリ　元来露國正教会ナルモノハ革命以後二派ニ分離シタルモノニシテ所謂「モスクワ」派ハ「セルギー」カ其首座ニアリ　尤モ革命直後現政府ハ宗教ニ弾厭ヲ加ヘタル結果正教の如キモ當時其姿ヲ没セントセシモ□□シテ在ル條件ノ下ニ政府ノ許可ヲ得タルモノナルヲ以テ　時ニ「ソウエト」禮讃的言辞ヲ弄スルコトハ想像ニ難カラス　当時ノ状勢斯ノ如クニシテ頭初ノ間ハ信徒ノ如キモ政府ノ厭迫ヲ恐レテ禮拝スル者ナク教会堂ハ一ノ空虚タリシモ永キ年月ノ間ニ相当ノ信仰者ヲ得今日ニ至レルモノニシテ東京ニアル現教□ハ之ニ属スルモノナリ
　一方革命勃発当時「ペトログラード」ニアリシ「アントニー」大首座ハ革命ノ難ヲ「セルビア」ニ避ケ此処ニ露國正教会總本部ヲ設立シ今日ニ至リ世界各地ニ散在セル白系露國人ノ正教團体ノ主体ナリ　以上ノ如ク日本ニ在ル白系露國人ハ之ニ属スルモノニシテ「セルギー」司教ニ嫌キ足ラザルハ明白ナル事実ナリ
　「人格」や「性格」という文字が目につく人物評が入っている説明だが紛糾の原因はセルギイ府主教の「ソウエト政府ノ禮讃ヲナシタル」ことが始まりだと述べている。

　「赤色分子カ参列セル」ことに関しては前年の公会でも問題となっているが、セルギイ府主教は「ソウエトの者が教會に来るのは寧ろ喜ぶべき事と思ひます。何是ならソウエトの心が段々復活した為めに来るのかも知れません」と答えている。セルギイ府主教にとって「赤白ノ区別」は無くすべて「ロシア人」だったのであるが、それが理解されることはなかった。高井神父はセルギイ府主教とモスクワとの関係が「嫌忌スル一大原因」としているが、府主教座の設立を祝ったにもかかわらず依然としてモスクワとの関係に不満を持つ聖職者が多かったことが良く分る。
　尚、この聞き取りはロシア人信者のいる教会ということで長崎で調査されたのであろうが、当地の信者は十数人にすぎず、「一身上何等ノ利害関係ナキヲ以テ以上ノ如キ排斥運動ニ参加スル者ナシ」であった。
　さらに兵庫県知事岡正雄は昭和六年六月十二日付で所管大臣や関係各庁長官に「舊露神戸正教会問題ニ関スル邦人正教牧師ノ感想ニ関スル件」（アジア歴史資料センター）を報告している。
　「来ル七月十二日東京ニコライ教会ニ於テ全日本正教会僧侶大会開催ニ就キ目下セルゲー僧正ノソヴィエト化問題ニ絡ミ紛擾中ニシテ旧露國人中ニハ該大会ハ恰モ其ノ教会問題ト関連シ日本人僧侶ガ蹶起シ「セルゲー」僧侶ニ加擔スルモノノ如ク臆測宣伝スル向アルニ就キ真相ヲ内査スル」という趣旨であった。
　大阪正教会のイヤコフ藤平神父の「感想談」が記されているが、そこには「例年ノ行事ニシテ旧露國人教会紛擾問題トハ全ク関係ナシ」と明言されている。そしてこの問題の原因は「東京ニコライ教会」より承認を受けずに新教会を設立したことであり、「其ノ成行ヲ興味ヲ以テ凝視シツゝアリ」であるが「対岸ノ火災視シ無関心ノ態度」と語っている。
　藤平神父の述べたように公会では神戸での紛糾には一切触れられなかったが、信徒代議員の中には後に「正教時報」誌上で不満を表す者もいた。(Ｓ7・8「公會便り」）(続く)












聖ニコライとセルギイ府主教　⑫　　　　　　　主教　セラフィム























▲神戸ロシア人教会　年代不明





▼神戸篭池野崎通りのロシア人教会（中央　白法帽がセルギイ府主教）


　神戸正教会「聖堂成聖30周年記念誌」より



































